
集中講義・地球惑星科学展望 

                       日時: 令和 2 年 4 月 3 日 9:30～17:00，6 日 9:45～15:15 

                    場所： 理学部 6 号館 201 号室 
 
4 月 3 日（金） 
 9:30–9:45  講義概要                   生形 貴男 
 9:45–10:30 地震発生場で「水」は何をしているのか          清水 以知子 
10:30–11:15 海底地震・圧力計で診る固体地球と海洋との相互作用 伊藤 善宏 
11:15–12:00  惑星磁気学のすすめ     藤 浩明 

                 (休 憩） 

13:00–13:45  斜面災害発生場の地質学的理解    山崎 新太郎 
13:45–14:30  地質時代の断層活動を探る    佐藤 活志 
14:30–15:15  巨大噴火を含む長期的な火山噴火予測                   為栗 健 

                 (休 憩） 

15:30–16:15  太陽風と弱磁場天体の相互作用    原田 裕己 
16:15–17:00 同位体顕微鏡で隕石を覗いてみよう   伊藤 正一 
   
 
 
4 月 6 日（月）   
 9:45–10:30  断層の摩擦の性質     堤 昭人 
10:30–11:15  渦が作る海洋深層の大（？）循環   吉川 裕 
11:15–12:00 大洋航路船「ポセイドン号」遭難の謎に迫る  松浦 純生 
 
                 (休 憩） 
 
13:00–13:45  球を手玉に取る     榎本 剛 
13:45–14:30  鉱物を電子顕微鏡でみる    三宅 亮 
14:30–15:15  重力観測で地球表層の質量変動を見る   風間 卓仁 
 

 

注：内容・時間等が変更になる可能性がありますので，最新情報は HP を確認ください． 



地球惑星科学展望講義要旨 

 
 
4 月 3 日（金）： 9:45–10:30                                  講師： 清水 以知子  
演 題： 地震発生場で「水」は何をしているのか   
要 旨： 地震発生は破壊や摩擦滑りを伴う力学現象であるが，内陸地震や沈み込み帯の地震現象

の様々な場面において，地下深部の H2O 流体の影響が指摘されている．本講義では，地下の「水」

がどのような物理化学プロセスによって岩石の力学的性質を変えるのか，室内実験の成果を交えて

紹介する. 
 
4 月 3 日（金）： 10:30–11:15        講師： 伊藤 善宏 
演 題： 海底地震・圧力計で診る固体地球と海洋との相互作用 
要 旨： 地球上の気相–液相–固相間の相互作用（例えば海上風–風波，海面波と音響波，音響波と

地震波）により，大気–海洋–リソスフェア間でエネルギーが輸送される．しかしながら，特に海洋–
リソスフェア間の相互作用については（例えば，風波に起因する海底中の音響場と海底下の雑微動

との関係）は十分に理解されていない．これは従来の海底の地震動や圧力の観測が不十分であった

ことに因る．ここでは近年世界中で整備が進められている海底の地震・圧力計記録の解析に基づき，

特に固体地球と海洋との相互作用に関する最新の研究事例を紹介する． 
 
4 月 3 日（金）： 11:15–12:00         講師： 藤 浩明 

演 題： 惑星磁気学のすすめ   
要 旨： ボイジャー2号が太陽圏を脱し，ボイジャー1号に続いて第二の星間探査機となった事は，

まだ記憶に新しい．今年一月末の磁場較正中に発生した電源トラブルも克服し，ボイジャー2 号は現

在も科学観測ミッションを続行中である．この講義では，パイオニア 10 号を嚆矢とする太陽系の外

惑星探査史をボイジャー計画のそれを含めて概観し，現在木星圏で活動中の JUNO 探査機による最

新の成果までを紹介する． 
 
4 月 3 日（金）： 13:00–13:45       講師： 山崎 新太郎 
演 題： 斜面災害発生場の地質学的理解  
要 旨： 日本列島に存在する岩石はその変動史を反映して多種多様である．斜面災害を発生させ

る岩石や岩盤にもまた多種多様な弱面が潜在している．ここでは，最近の研究で明らかになってき

た事例を紹介する．例えば，特定の粘土鉱物層が地質学的時間の風化を経て形成され，地震時に急

速に不安定になる例，特定の物質が変成作用を受けて連続成層化し，結晶化した結果，低摩擦面が

形成されて山地を形成した際に地すべりを発生させる例，日本列島を支配するプレート沈み込み変

動と関連した不連続地質体の形成機構が，広い領域で易侵食地域を形成している例などである． 
 
 



4 月 3 日（金）： 13:45–14:30              講師： 佐藤 活志 
演 題： 地質時代の断層活動を探る 
要 旨： 100 万年を超えるような長時間スケールの地殻の変形は，断層や褶曲などの変形構造とし

て地層や岩石に記録され，地質調査によって観測される．変形が起こるか否かは，応力や流体の圧

力などの力学条件と，摩擦係数などの媒質の力学特性によって決まる．しかしながら，過去の力学

条件や力学特性を直接観測することはできない．そこで，それらの推測を目的として変形構造の解

析手法が考案され発達してきた．本講義では，最新の断層解析手法と，それを用いて解明された地

質時代の断層活動史に関する新知見を紹介する． 
 
4 月 3 日（金）： 14:30–15:15       講師： 為栗 健 
演 題： 巨大噴火を含む長期的な火山噴火予測                                             
要 旨： 桜島火山のマグマ溜りは約 3 万年前に巨大噴火が発生した姶良カルデラ下の深さ 10 km
付近にあり，地盤変動観測では次の大規模噴火へ向けたマグマ蓄積が進行していることが示唆され

ている．噴火の最大規模予測のためには近年のマグマ蓄積の変化量だけではなく，これまで蓄積し

てきたマグマ総量を知る必要がある．カルデラ構造の解明，火山下及び周辺の地殻やマントル内の

地震活動把握，深部からマグマ溜りへの流体の動態解明を目指した地震・地盤変動の観測が行われ

ており，特に，カルデラ周辺の地盤変動や地震波トモグラフィーの解析結果について紹介する． 
 
4 月 3 日（金）： 15:30–16:15         講師： 原田 裕己 
演 題： 太陽風と弱磁場天体の相互作用 
要 旨： 太陽系の惑星と惑星の間の宇宙空間は，太陽風と呼ばれる太陽から常時吹き出すプラズ

マによって満たされている．惑星や衛星の周辺空間において形成される太陽風相互作用領域は，そ

の天体がもつ固有磁場の強さや大気の濃さに応じて様々な様相を呈する．本講義では，主に内惑星

およびその衛星と太陽風の相互作用について，宇宙機による探査ミッションで得られた最新の知見

を紹介する． 
 
4 月 3 日（金）： 16:15–17:00         講師： 伊藤 正一 
演 題： 同位体顕微鏡で隕石を覗いてみよう      
要 旨： 炭素質コンドライト隕石と呼ばれる約 46 億年前の太陽系開闢の情報を残したタイムカプ

セルが地球に隕石として落下し実験室で手に取って調べる事ができる．このタイムカプセルには，

太陽系形成以前のプレソーラグレインと呼ばれる物質も残っていることがわかってきた．同位体を

可視化して，２次元同位体マッピングにより得られる最先端の研究事例を紹介する．46 億年前の太

陽系の姿を一緒に覗いてみませんか． 
 
 
 
 
 



4 月 6 日（月）： 9:45–10:30      講師： 堤 昭人 
演 題： 断層の摩擦の性質 
要 旨： 「地震は断層の固着―すべり現象（スティック・スリップ）である」との指摘が 1960 年

代になされて以降，様々な岩石や模擬断層物質について，摩擦の性質を調べることを目的とした実

験が行われてきた．その結果，断層を構成する物質の種類によって，あるいは断層のすべり速度，

温度などの実験条件によって断層摩擦の大きさ（断層の強度）が大きく変化することが明らかにな

ってきた．本講義では，断層摩擦研究に関するこれまでの知見について，沈み込み帯掘削試料を用

いた摩擦実験結果など最新の研究成果を交えて紹介する． 
 
4 月 6 日（月）： 10:30–11:15       講師： 吉川 裕 
演 題： 渦が作る海洋深層の大（？）循環   
要 旨： コンベヤーベルトとも呼ばれる海洋深層の大循環は，冷たい海水を低緯度に，暖かい海

水を高緯度に運ぶことで，地球の南北熱輸送に貢献する．またその変動は，地球の気候変動にも大

きく影響することが知られている．このような深層大循環の水平構造に関しては，Stommel-Arons
模型と呼ばれる概念模型が存在し，多くの海域でそのおおまかな妥当性が確認されてきた．このよ

うな Stommel-Arons 模型が成立すると目されていた日本海で観測をしたところ，しかしながら，

Stommel-Arons 模型とは相容れない循環の様子が捉えられた．その理由を探る． 
 

4 月 6 日（月）： 11:15–12:00       講師： 松浦 純生 
演 題： 大洋航路船「ポセイドン号」遭難の謎に迫る 
要 旨： 2,100 余名の乗客を乗せた 81,000 トンの豪華客船ポセイドン号は，12 月初めにニューヨ

ークを出港しギリシャに向かっていた．ポセイドン号が地中海に入り，アテネに近づいた大晦日の

夜，突然，大きな波がポセイドン号を襲い，多数の乗客および乗組員が遭難する大惨事となった．

1972 年に公開され大ヒットとなったパニック映画「ポセイドンアドベンチャー」を題材に，豪華客

船遭難の謎に迫る． 
 
4 月 6 日（月）： 13:00–13:45       講師： 榎本 剛 
演 題： 球を手玉に取る 
要 旨： 大気や海洋の大規模な流れに限らず，地球の電磁場や重力場，マントル対流，地震波の

ような地球規模の現象は，近似的には球面や球殻の形状において生じている．それらの診断や解析，

予測を数値的に行うためには，球面や球殻を離散化する必要がある．しかしながら，多数の点を一

様に配置できないことから，球は平面や円とは根本的に異なる．球の幾何形状を理解しその知見を

利用することは，地球惑星科学に必須である．この講義では，「球を手玉に取る」ためにどのような

工夫がなされてきたのか，今後どのような発展が期待されるか，主として大気大循環モデルを題材

に紹介する． 
 
 
 



4 月 6 日（月）： 13:45–14:30                            講師：三宅 亮   

演 題： 鉱物を電子顕微鏡でみる      
要 旨： 地球惑星物質の最小単位である鉱物から様々な情報を得ることができる．そうした情報

を得る装置の一つとして電子顕微鏡がある．電子顕微鏡は，古くから使われてきたが，2000 年代に

入ってからの電子顕微鏡技術の発展はめざましく，それ以前では得ることができなかった情報を得

ることができるようになってきた．本講義では，電子顕微鏡でみることのできる組織やそれによっ

て得られる情報について，最新のものを交えながら紹介する． 
 
4 月 6 日（月）： 14:30–15:15       講師： 風間 卓仁  
演 題： 重力観測で地球表層の質量変動を見る 
要 旨： 測地学の手法の 1 つに重力観測がある．そもそも重力とは質量分布の空間積分値として表現

できるので，ある地点における重力の時間変化は重力観測点周辺における質量の移動を意味する．この

ことを利用して，地球物理学的プロセスに伴う質量時空間変動を重力観測によって捉える研究が盛んに

行われている．本講演では，重力観測によって火山活動や氷河融解を捉えた実例を紹介し，今後の重力

観測の展望を述べる． 
 

 


